
秋田県大仙市立大曲南中学校

研究主任 佐藤 麻希

「ストーリー」と「ネットワーク」で紡ぐ
「ESD for SDGｓ」

研究の概要説明

令和6年度

大仙市立大曲南中学校
研究発表会

2024年11月22（金）





国登録有形文化財「旧本郷家住宅」
将棋竜王戦第六局の会場

読売新聞から秋田魁新報から



２００９ ユネスコスクールに認定



第5回
ＳＤＧｓジャパンスカラシップ岩佐賞



第55回博報賞功労賞
独創性と先駆性を兼ね備えた教育活動



第14回 ＥＳＤ大賞
ＥＳＤ優秀賞



第２回
2050年

社会はこうなってほしい
炭素ゼロ社会をつくる

アイデア募集

日本環境教育学会長賞
（最優秀賞）

＆
日本環境教育学会賞

（優秀賞）



最上位目標
持続可能な社会の創り手の育成

教育目標

自立 貢献 創造

～夢大きく
協働的に探究し
持続可能な社会の

創り手となる～



学習指導要領におけるＥＳＤの位置付け

ESDはEducation for Sustainable Developmentの略で「持続
可能な開発のための教育」と訳されています。
今、世界には気候変動、生物多様性の喪失、資源の枯渇、貧
困の拡大等人類の開発活動に起因する様々な問題があります。
ESDとは、これらの現代社会の問題を自らの問題として主体的
に捉え、人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保で
きるよう、身近なところから取り組む（think globally、act 
locally）ことで、問題の解決につながる新たな価値観や行動
等の変容をもたらし、持続可能な社会を実現していくことを
目指して行う学習・教育活動です。

つまり、ESDは
持続可能な社会の創り手を育む教育です。

(文部科学省ホームページ
https://www.mext.go.jp/unesco/004/1339970.htmより)



学習指導要領におけるＥＳＤの位置付け

【前文】
これからの学校には、(中略)一人一人の生徒が、自分のよさや可能性を認
識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な
人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓
き、

持続可能な社会の創り手となることができ
るようにすることが求められる。

【第１章 総則】
第1 中学校教育の基本と教育課程の役割

3 (前略)豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手
となることが期待される生徒に、生きる力を育むことを目

指すに当たっては、学校教育全体並びに各教科、道徳科、(中略)総合的な
学習の時間及び特別活動(中略)の指導を通して、どのような資質・能力の
育成を目指すのかを明確にしながら、教育活動の充実を図るものとする。

『中学校学習指導要領(平成29年3月告示)』



ＥＳＤとＳＤＧｓ

【SDGsターゲット4.7】
2030 年まてに゙、持続可能な開発のための教育及ひ持゙続可能
なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及ひ非゙暴力的文
化の推進、クロ゙ーハル゙・シチスン゙シッフ、゚文化多様性と文化
の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学
習者か、゙持続可能な開発を促進するために必要な知識及ひ技゙
能を習得てぎるようにする。



ＥＳＤの目標

Ｅ：教育

「学習で身に付けたい力」

ＳＤ：持続可能な開発

「持続可能な開発について
考え実践する力」



目標 Ｅ：教育

「学習で身に付けたい力」
・批判的に考える力

・コミュニケーションを行う力

・多面的・総合的に考える力

・進んで課題を見つける力

・学んだことを発信する力

・生活に活用する力



「持続可能な開発について
考え実践する力」

・ＳＤＧｓに関する知識・技能
・ＳＤＧｓ達成に向かう意欲
・課題解決方法の考察
・行動変容、実践力

目標 ＳＤ：持続可能な開発



カリキュラム・マネジメント

目 標

手 段 カリキュラムの
実行

ホールスクールによるカリキュラムの実行

持続可能な開発
を考え実践できる

資質・能力を
身に付ける



ＥＳＤカレンダー



ＥＳＤカレンダー

能力・態度の「つながり」



ＥＳＤストーリーマップ

総合的な学習の時間のストーリー（探究的な学習の流れ）
＋

教材の「つながり」（各教科等とのつながり）
＋

人の「つながり」（外部とのつながり）



令和６年度 学びのストーリー

２年「エネルギーと
気候変動」

１年「食と住」

３年「国際理解と
ＳＤＧｓ商品開発」



事例
「未来のエコハウスを設計しよう」
（1年家庭科、総合的な学習の時間）

〇ストーリー

「過去」→「現在」→「未来」
〇ネットワーク

ローカル（地域・企業）



①

②

③



①家庭科（住居）
一級建築士松塚先生と旧本郷家住宅を見学しよう

ねらい
旧本郷家住宅の見学を通して、日本の住まいの変遷、気候
風土や文化との関わりについて理解することができる。

過去の住宅を
エネルギーの視点で



○「これからの家」を考えて設計しているのはすごいことだと
思いました。一つの建物の中に たくさんの工夫や技術が
ありました。たくさんお金をかけている建物だけれど、無駄
がないように設計しているところがエコにつながっている
と思います。

○旧本郷家は、今の家とは違うつくり方がされていて、いろい
ろな素材を使っていて、とても不思議に思いました。自分の
家と違って、天井が低くてたくさんの部屋がありました。今
の家と様々な違いがあることに気付いたので、勉強したこ
とを生かして次回のエコハウスを考えたいです。

過去の住宅をエネルギーの視点で

生徒の振り返り

①家庭科（住居）
一級建築士松塚先生と旧本郷家住宅を見学しよう



②総合的な学習の時間
積水ハウス「いえコロジーセミナー」

ねらい
「住宅」という暮らしの中にある身近な題材を基に、「エコ
な暮らし方」を理解し、「自らのアクション」を考える。

現在の住宅を
エネルギーの視点で

断熱性能



②総合的な学習の時間
積水ハウス「いえコロジーセミナー」

○13年間、家で家族と共に過ごしてきたが、「どのくらいエコなのか」
と思ったことはなかったので、とてもいい機会になった。断熱性能の

   良い素材について学習したので、自宅の壁はどの素材を使っている
のか聞き、学んだことを生かして生活していきたいと思った。11月29
日には、エコハウスの合同授業がある。学んだことは使わないと意
味がないので、29日楽しい授業になるようにしたい。

○「いえエコロジーセミナー」では、実験を通して、住宅のエネルギーに
ついて考えることが出来ました。普段当たり前のように使っている家
電もエネルギーをたくさん使っていることに驚きました。住宅につい
ては、素材によって断熱性能が決まっていることを新しく知ることが
できたので、次の授業のエコハウスを考えるときに役立てたいです。
また、断熱性がいいと、健康にもいいことが分かりました。

現在の住宅をエネルギーの視点で

生徒の振り返り



ねらい
住まい方について、身近なことから課題を見つけ、解決するた
めの手立てと、未来の住まいを考えることができる。

未来の住宅を
エネルギーの視点で

常識にとらわれない

③家庭科（住居）
未来のエコハウスを設計しよう！



③家庭科（住居）
未来のエコハウスを設計しよう！

ねらい
住まい方について、身近なことから課題を見つけ、解決するた
めの手立てと、未来の住まいを考えることができる。



○未来の家について考えると、色々なことが想像できて楽し
いと思いました。未来の家の予想図が、とてもロマンがあっ
て住んでみたいと思いました。

○地球温暖化は前から大きな問題だったけど、今行動しな
いとこれからの生活が大変だという、とても深刻なレベル
だと改めて感じました。昔や最近の家を学んで、便利にな
ってきている反面、環境に悪いところもあるので、自然エネ
ルギーを使ったり、今はまだ出来ていない技術を考えたり
して、エコな家をイメージするのは、とても大切だと分かりま
した。

未来の住宅をエネルギーの視点で

生徒の振り返り

③家庭科（住居）
未来のエコハウスを設計しよう！



次年度（2年生）
エコシティーを設計しよう！

持続可能な社会について、身近なことから課題を見つけ、解決
するための手立てと、未来のまちづくりを考えることができ
る。



次年度（2年生）のプログラム
洋上風力、太陽光、木質バイオマス発電所見学



次年度（2年生）のプログラム
東北電力出前授業「発電」について



次年度（2年生）のプログラム
気候変動ミステリー授業



○例えば、クモにかまれた話では、輸出入の船が原因で外来
種が上陸したこと、また、地球温暖化の影響で熱帯エリア
の生物が北海道でも生きられるようになり、増えていったこ
となどが分かりました。そして、３つのエピソードについて考
えると、ただ自然が変化しているのではなく、人間の行動に
よって変化し、私たちの生活にも影響が出ているということ
が分かったので、自分ができる温暖化対策に取り組んで
いきたいと思いました。

○気候変動、温暖化の原因や、自分たちが今できること、やら
なければならないことを考えて、生活につなげ、ＳＤＧｓや地
球温暖化の問題としっかりと向き合い、行動したいです。

気候変動ミステリー授業

生徒の振り返り



次年度（2年生）
エコシティーを設計しよう！

持続可能な社会について、身近なことから課題を見つけ、解決
するための手立てと、未来のまちづくりを考えることができる。



令和６年度の新たな取組

〇ストーリー

「食・エネルギー・国際理解」の総括
〇ネットワーク

グローカル
（国際教養大学学生コーディネーター・留学生、キャ
リア教育コーディネーター、地元企業）

「ＳＤＧｓ商品開発と販売」
（3年総合的な学習の時間）



ＳＤＧｓ商品開発



コミュニケーションを行う力

批判的に考える力

多面的・
総合的に考える力課題を見つける力

発信する力

生活に活用する力

○批判的に考える力…3.３４
○コミュニケーションを行う力…３．３３
○多面的・総合的に考える力…3.２４

○課題を見つける力…3.２４
○発信する力…３．０８
○生活に活用する力…3.３３

「学習で身に付けたい力」の評価
（令和５年度）



「持続可能な開発について考え
実践する力」の評価
（令和５年度）



大仙市立大曲南中学校

今後もＥＳＤ／ＳＤＧｓを推進します！

教育からＳＤＧｓ
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